
令和６年度　体力・運動能力調査結果及び分析・対策 令和７年３月２８日

（１）令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果（全国平均を５０としたときの比較） (２)調査結果の分析

【-5ｐ以上】 【-5～-2ｐ】 【-2～0ｐ】 【0～2ｐ】 【2～5ｐ】 【5ｐ以上】
弱み 強み

②意識面　全国（割合％）との比較

全国体力・運動能力調査、運動習慣等調査＜意識調査＞の結果
　（体力合計点との相関が指摘されているものや松江市教育委員会として注目しているものを挙げています）

【-7%以上】 【-7～-3%】 【-3～0%】 【0～3%】 【3～7%】 【7%以上】
弱み 強み

（３）令和７年度の方針【学校全体での取組】
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５年男子 松江市立揖屋小学校
島根県
全国
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５年女子

松江市立揖屋小学校

島根県

全国

体力・運動能力面

意識

（１）年間を通した取組

◯今年度の鉄棒運動調査結果（本校５３．４％）を受け、逆上がり達成率５５％以上を目指す。

→今年度のように、調査の期間に「学期の間」と幅を持たせ、児童が長期的に目標をもって取り組むことができ

る仕組みを設ける。

◯今年度の「児童の体力や運動に対する意識及び運動習慣の現状」の結果のうち、「柔軟性」を高める。

→朝の会または朝学習の時間を活用し、体幹トレーニングを位置付ける。頻度は来年度始めに検討する。

（２）授業の工夫・改善

◯今年度は準備運動や整列の仕方、５種目歩走の提案を行ったが、これを帯活動として位置付けていく。

○「柔軟性」の向上を重点にしたアンケートを年に2回（５月・１月）計画して、児童の変容（５月の記録と１月の

記録を比較する）を捉えることを提案したい。そのためにも年間を通じた日常生活の中での体づくりへの意識

化（朝の会または朝学習の時間を活用した体幹トレーニング）が必要ではないかと考える。

（３）体育授業以外の活動（学校ぐるみの取組や全校活動、環境の工夫等）

○体育委員会の活動を生かし、運動への親しみを目的とした運動遊びを企画する。

○休み時間を利用した「体づくりチャレンジカード」（鉄棒、登り棒、雲梯を利用するカード）への取組を促し、体

育委員会の活動として位置付ける。


